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(LAVI)を測定し、フォローアップの心電図検査は 1, 3, 6, 12ヶ月および有症状時に行った。AF再
発の定義は、「3ヶ月間のブランキング期間の後、30秒以上持続する上室性頻拍」とした。 
【結果】著者は、インドキシル硫酸濃度は、推定糸球体濾過量 (eGFR)、および年齢と軽度の相
関関係にあることを示した。血清高インドキシル硫酸濃度（> 0.65 μg/mL）の患者は、有意に eGFR
の値が低く（P = 0.007）、LAVIが高く（P = 0.023）、β遮断薬使用率が高く（P = 0.003）、また
AF罹患期間も長かった（P = 0.019）。1年間のフォローアップ中、21名（20%）に AFの再発を
認めた。フォローアップを完了した 105名の患者のうち、23名の患者（21.9%）を高インドキシル
硫酸群（> 0.65 μg/mL）、82名（78.0%）を低インドキシル硫酸群（≤ 0.65 μg/mL）としたところ、
1年後の AF再発率は高インドキシル硫酸群で有意に高いことが示された（60.1 ± 10.4% vs. 85.2 ± 
-２ 
3.9%, P = 0.007）。また単変量解析にて、血中高インドキシル硫酸濃度は AF再発の予測因子であ
り、多変量解析でも、年齢、性別、LAVI、eGFR、AF 罹患期間などの因子と独立した AF 再発の













 著者は、心房細動（AF）に対してカテーテルアブレーションを行なった 125 名の患者を対象と
して観察研究を行い、血中インドキシル硫酸値が高い患者ではカテーテルアブレーション治療後の






平成 31 年 1 月 4 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
